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第
二
十
二
条
の
十
一
第
四
項
第
一
号
イ
及
び
第
五
項
第
七
号
中
「
次
条
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
の
三
」
に
改

め
、
同
条
第
二
十
九
項
中
「
、
第
三
十
五
項
及
び
次
条
」
を「
及
び
第
三
十
五
項
並
び
に
第
二
十
二
条
の
十
一
の
三
」

に
改
め
、
同
条
第
三
十
八
項
中
「
同
条
第
四
項
第
二
号
」
の
下
に
「
及
び
第
三
号
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
十
一
の
二
第
一
項
中
「
前
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
二
項
」
に
、「
前
条
第
三
項
」

を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
三
項
」
に
、「
前
条
第
四
項
の
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
四
項
の
」
に
、「
前
条
第
五

項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
五
項
」
に
、「
前
条
第
七
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
七
項
」
に
、「
前
条
第
八

項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
八
項
」
に
、「
前
条
第
九
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
九
項
」
に
、「
前
条
第
十

一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
十
一
項
」
に
、「
前
条
第
十
二
項
」
を「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
十
二
項
」に
、「
前

条
第
十
三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
十
三
項
」
に
、「
前
条
第
十
四
項
」
を「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
十
四
項
」

に
、「
前
条
第
十
五
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
十
五
項
」
に
、「
前
条
第
十
七
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第

十
七
項
」
に
、「
前
条
第
十
八
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
十
八
項
」
に
、「
前
条
第
四
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
二

十
二
条
の
十
一
第
四
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
二
十
四
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第

二
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
二
十
五
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
二
十
五
項
」
に
、「
前
条

第
二
十
六
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
前
条
第
二
十
七
項
」
を
「
第

二
十
二
条
の
十
一
第
二
十
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
前
条
第
二
十
八
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
二

十
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
前
条
第
二
十
九
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同

条
第
七
項
中
「
前
条
第
三
十
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
前
条
第
三
十

三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
三
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
前
条
第
三
十
四
項
」
を
「
第
二
十
二

条
の
十
一
第
三
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
前
条
第
三
十
六
項
」
を「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
三
十
六
項
」

に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
前
条
第
三
十
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項

中
「
前
条
第
二
十
九
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
前
条
第
三
十
六

項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
三
十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
二
条
の
十
一
の
三
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
十
一
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
十
一
の
二

法
第
六
十
六
条
の
七
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
内
国
法
人
は
、
施
行
令
第
三
十

九
条
の
十
八
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
書
類
を
、
法
第
九
条
の
六
第
一
項
、
第
九
条
の
六
の
二
第
一
項
、
第
九
条

の
六
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
九
条
の
六
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
六
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
外
国
法
人
税
の
額
（
法
第
九
条
の
三
の
二
第
三
項
第
二
号
又
は
第
九
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
法
人
税

の
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
み
な
さ
れ
る
金
額
を
控
除
し
た
日
又
は
法
第

九
条
の
三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
六
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
外
国
法
人
税
の
額
と
み
な
さ

れ
る
金
額
が
控
除
さ
れ
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
か
ら
七
年
間
、
納
税
地
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

施
行
令
第
三
十
九
条
の
十
八
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す

る
。

一

法
第
六
十
六
条
の
七
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
外
国
の
法
令
に
よ
り
課
さ
れ
る
税
が
法
人

税
法
第
六
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
法
人
税
に
該
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
、
個
別
計
算
外
国
法

人
税
額
（
施
行
令
第
三
十
九
条
の
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
個
別
計
算
外
国
法
人
税
額
を
い
う
。
次
号
に
お
い

て
同
じ
。）に
関
す
る
計
算
の
明
細
及
び
法
第
六
十
六
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
外
国
法
人
税
の
額
と
み
な

さ
れ
る
金
額
の
計
算
に
関
す
る
明
細
を
記
載
し
た
書
類

二

前
号
に
規
定
す
る
税
が
課
さ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
そ
の
税
に
係
る
申
告
書
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き

そ
の
税
に
係
る
書
類
及
び
そ
の
税
が
既
に
納
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
納
付
を
証
す
る
書
類
並
び
に
個
別

計
算
外
国
法
人
税
額
に
関
す
る
計
算
の
基
礎
と
な
る
書
類

６

法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
十
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
同
項
の
特
別
勘
定
を
設
け
て
い
る

法
人
の
同
項
の
各
事
業
年
度
に
つ
い
て
、
同
項
の
特
定
株
式
に
係
る
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化

に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
が
さ
れ
た
場
合
と
す
る
。

７

施
行
令
第
三
十
九
条
の
二
十
四
の
二
第
八
項
第
二
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が

さ
れ
た
金
額
は
、
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
第
四
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
に
係
る
書
類
（
次
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
「
共
同
化
継
続
証
明
書
」
と
い

う
。）に
法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
十
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
別
勘
定
の
金
額
の
う
ち
同
号
の
規
定
に
よ
り
取

り
崩
す
べ
き
こ
と
と
な
つ
た
金
額
と
し
て
記
載
さ
れ
た
金
額
と
す
る
。

８

施
行
令
第
三
十
九
条
の
二
十
四
の
二
第
九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が

さ
れ
た
金
額
は
、
共
同
化
継
続
証
明
書
に
法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
十
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
特
別
勘
定
の
金

額
の
う
ち
同
号
に
規
定
す
る
剰
余
金
の
配
当
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
取
り
崩
す
べ
き
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る

金
額
と
し
て
記
載
さ
れ
た
金
額
と
す
る
。

９

施
行
令
第
三
十
九
条
の
二
十
四
の
二
第
十
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ

た
特
定
株
式
は
、
共
同
化
継
続
証
明
書
に
そ
の
取
得
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
十
二

項
の
特
定
株
式
と
し
て
記
載
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

10

法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
十
三
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定

株
式
に
係
る
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
に
係
る
書
類
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
十
九
の
二
第
一
項
中
「
第
二
十
六
条
の
三
十
第
十
五
項
」
を
「
第
二
十
六
条
の
三
十
第
十
六
項
」

に
、「
第
二
十
六
条
の
三
十
第
十
六
項
」
を
「
第
二
十
六
条
の
三
十
第
十
七
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
十
九
の
三
の
二
第
三
項
第
四
号
中
「
平
成
三
十
二
年
」
を
「
令
和
二
年
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
七
の
見
出
し
中
「
特
別
償
却
等
」
を
「
特
別
償
却
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
十
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
に
対
し
特
定
事
業
活
動
と
し
て
出
資
を
し
た
場
合
の
課
税
の
特
例
）

第
二
十
二
条
の
十
三

法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
国
内
外
に
お
け

る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
（
令
和
二
年
経
済
産
業
省
令
第
三
十
六
号
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
に
該
当
す
る
法
人
と
す
る
。

２

法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
法
人
は
、
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用

の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
に
該
当
す
る
法

人
と
す
る
。

３

施
行
令
第
三
十
九
条
の
二
十
四
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た

も
の
は
、
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
に
係
る
書
類
に
記
載
さ
れ
た
法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
新
事

業
開
拓
事
業
者
の
株
式
と
す
る
。

４

施
行
令
第
三
十
九
条
の
二
十
四
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た

も
の
は
、
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
に
係
る
書
類
に
法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
適
格
分
割

等
に
よ
り
引
き
継
ぐ
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
別
勘
定
の
金
額
に
係
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
株
式
と

し
て
記
載
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

５

法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
三
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
の
名
称
、
納
税
地
及
び
法
人
番
号

並
び
に
代
表
者
の
氏
名

二

法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
（
以
下
こ
の
号
及
び
第

五
号
に
お
い
て
「
分
割
承
継
法
人
等
」
と
い
う
。）の
名
称
及
び
納
税
地
（
当
該
分
割
承
継
法
人
等
が
連
結
子
法

人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
分
割
承
継
法
人
等
の
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
並
び
に
代
表
者
の
氏

名
三

法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
適
格
分
割
等
の
年
月
日

四

法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
二
項
第
二
号
の
特
別
勘
定
に
係
る
特
定
株
式
を
発
行
し
た
法
人
の
名
称

五

法
第
六
十
六
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
分
割
承
継
法
人
等
に
引
き
継
ぐ
同
項
第
二
号
に
定
め
る
特
別

勘
定
の
金
額

六

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
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